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廃棄物処理先進事例調査

平成28年４月８日（金）13：30より本会再生処分部会の先進事例調査として大阪府松原市に

ある東海環境株式会社を訪問し、土砂を含む管理型混合廃棄物の洗浄精選処理施設（サンド

クリーン）を見学しました。

第17回 東海環境株式会社

■概 要

商 号 東海環境株式会社

代 表 者 代表取締役 中島 聖智

本社所在地 大阪府八尾市西高安町３丁目７

設 立 2008年３月25日

従 業 員 数 40名

事 業 内 容 産業廃棄物処理事業、建築・リフォーム事業、解体事業、不動産事業

資 本 金 1,000万円

許 認 可 産業廃棄物処分業・収集運搬業、建設業

ISO14001・9001認証
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■サンドクリーン

あらゆる産業廃棄物は中間処理施設に搬入され、中間処理された後、最終処分場で埋立処分される。し

かし最終処分場が逼迫している状況では、排出される産業廃棄物を極力削減し、最終処分場の延命化を図

るためにリサイクルが求められる。そのために、あらゆる中間処理の方法を駆使して埋立処分量を減らし、

再資源化や再利用することが中間処理業者の務めである。

以上の考えから、東海環境株式会社では、設立から８年間で築き上げたノウハウと経験により、これま

で埋立処分するしかなかった管理型混合廃棄物を洗浄精選処理し、再生砂を作り出すという「産業廃棄物

の脱却」を目標としたリサイクル新工場「サンドクリーン」を平成28年１月に竣工した。

サンドクリーンは単に産業廃棄物の中間処理施設としてではなく、製造工場としての位置付けを担う施

設であり、大阪では初の混合廃棄物洗浄処理施設である。

【中島社長からの現況説明】

竣工して間もないため、現状は規定処理能力（240�／日）の４割程度の稼働にとどまっており、本社

工場に土砂を含む廃棄物を搬入してもらうよう、同業者に協力をお願いしている。
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塩見部会長（左）の挨拶

施設所在地 大阪府松原市丹南１丁目410－９

竣 工 2016年１月28日

処 理 方 法 湿式洗浄選別

処 理 能 力 240�／日（処理前の保管ヤード146.7�）

保 管 能 力

製 品（再生砂） 約122.0�

重量物（3．5㎜～） 約 59.0�

軽量物（可燃物） 約 65.6�

脱水ケーキ 約 87.4�

処 理 工 程

本社工場で建設系・解体系・土砂系の混合廃棄物を選別・破砕した未処理の

土砂（10㎜アンダー物）を、湿式洗浄の上、再生砂・浮遊物・可燃物・がれ

き類・脱水ケーキに選別（洗浄水は循環利用し外部排水ゼロ）

敷 地 面 積 約3,650㎡

建 築 面 積 約1,547㎡

中島社長（中央）による施設の現況説明
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【未処理の土砂から再生砂へ】

サンドクリーンでは、基本的にヤード内で

扱えるものが未処理の土砂と再生後の土砂に

限られている。搬入後における土砂（未処理）

の処理工程は、以下のとおりである。

① 重機作業によって、投入口に土砂を含

む廃棄物を入れ、定量フィーダーによっ

て一定量をコンベアーに流す。

② 磁選機により金属くずをまず始めに選

別して、残りの土砂を含む廃棄物を湿式

洗浄選別ラインに搬送する。

③ 搬送してきた土砂を含む廃棄物を水の

入ったトロンメル（網の目3.5㎜）に入

れ、中にあるスクリューを逆回転し、比

重差選別する。

④ 落ちた砂質をいったん上に吸い上げて、

サイクロンでもう一度比重差選別する。

それをもう一度洗浄して再生砂のピット

に搬入する。

平面図

土砂の投入口

湿式洗浄選別施設を前に説明を聞く部会員

洗浄水循環施設

湿式洗浄選別ライン

フィルタープレス

投入口

土砂

（未処理）

可燃物 再生砂 重量物

（3.5㎜～10㎜）

脱水ケーキ

入口
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⑤ ③の工程から選別されたものをトロン

メルにかけて3.5㎜～10㎜の再生砂と浮

遊物・がれき類に選別し、各々を脱水し

て各ピットに搬入する。浮遊物は焼却を

通じたサーマルリサイクルや管理型埋立

て、がれき類は再生路盤材の粒度調整材

としての利用や安定型埋立てが行われる。

また再生砂は、骨材原料等として販売さ

れる。

⑥ 残った汚泥をフィルタープレスで脱水

し、水は洗浄水循環システムに回り、残

りは脱水ケーキになる。なお脱水ケーキ

は、造粒固化を行い、建設資材として利

用される。

最終処分場が逼迫している中、管理型混合

廃棄物に由来する未処理の土砂を洗浄精選処

理し、再生砂を作り出すことは、最終処分場

の延命化に貢献し、そのような状況を改善す

る方策の一つであると言えます。

その再生砂に関しては、実際に目で見、手

に取ってみて品質の高さを感じました。

また洗浄精選処理する段階で使用する水に

ついても、井戸水を汲み上げ使用した後、汚

れた水を洗浄循環システムで何度も再利用す

る等、画期的なシステム・取組みを見ることができました。

最後に訪問にあたり、大変お忙しい中、長時間にわたり、誠実に対応、ご説明くださった代表取締役・

中島聖智様、産廃事業部部長・片岡邦博様に心からお礼申し上げます。

（文責）大林 正

大林副部会長（右）による謝辞

選別後の浮遊物を入念に確認する伊山部会員（右端）

脱水ケーキ

質疑応答の風景

■まとめ

土砂を大量に含む管理型混合廃棄物の処分

については、予ねてから産業廃棄物処理業界

の中でも課題視されてきました。




